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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受電パッチ・パネルであって、
　制御パラメータを格納するメモリと、
　複数のポートであって、各々がネットワーク通信接続をサポートするように構成された
、ポートと、
　プロセッサであって、前記複数のポートのうちの少なくとも１つを、前記制御パラメー
タに基づいて、前記ネットワーク通信接続を通じて受電デバイスに選択的に電力を供給す
るように構成するプロセッサと、
　第１電力入力ポートおよび第２電力入力ポートであって、それぞれが正端子および負端
子を備え、前記第１電力入力ポートからの電力を、前記第２電力入力ポートからの電力と
組み合わせて単一の電源とする、第１電力入力ポートおよび第２電力入力ポートと、
　第１ダイオードおよび第２ダイオードであって、前記第１ダイオードが前記第１電力入
力ポートの正または負端子のいずれかに接続し、第２ダイオードがそれに対応する前記第
２電力入力ポートの端子に接続し、前記第１ダイオードおよび前記第２ダイオードは第１
ノードに接続し、前記第１電力入力ポートおよび前記第２電力入力ポートの正または負端
子の内、前記第１ダイオードおよび前記第２ダイオードの一方に接続されていない端子は
第２ノードに接続される、第１ダイオードおよび第２ダイオードと、
　接続された受電デバイスに電力を供給するために、前記第１ノードおよび前記第２ノー
ドに接続するインライン電流管理部と、
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　前記第１電力入力ポートおよび前記第２電力入力ポートならびに前記第１ノードおよび
前記第２ノードの電圧を監視するように構成されたアナログ／ディジタル変換器であって
、前記プロセッサが、前記アナログ／ディジタル変換器が監視する前記電圧に基づいて、
前記第１電力入力ポートおよび前記第２電力入力ポートに供給される電力のステータスを
判定するように構成されたアナログ／ディジタル変換器と、
を備えた、受電パッチ・パネル。
【請求項２】
　請求項１記載の受電パッチ・パネルにおいて、前記制御パラメータは、電流制限しきい
値を含み、前記プロセッサは、前記電流制限しきい値に基づいて前記複数のポートのうち
の少なくとも１つに対して電流制限を設定するように構成された、受電パッチ・パネル。
【請求項３】
　請求項１記載の受電パッチ・パネルであって、更に、
　別個に給電される第１パワー・プレーンおよび第２パワー・プレーンと、
　共通回路と、
　ポート回路であって、前記第１パワー・プレーンが前記共通回路に電力を供給するよう
に構成され、前記第２パワー・プレーンが前記ポート回路に電力を供給するように構成さ
れた、ポート回路と、
　前記第２パワー・プレーンから電力を受けるレジスタであって、前記共通回路が電源ア
イソレータを介して前記ポート回路と通信する、レジスタと、
を備えた、受電パッチ・パネル。
【請求項４】
　請求項１記載の受電パッチ・パネルにおいて、前記インライン電流管理部は、独立した
ヒューズを介して、前記受電パッチ・パネルの異なる部分を担当する独立したパワー・プ
レーンに接続されており、前記インライン電流管理部は、前記接続される受電デバイスに
前記ヒューズの１つを介して接続された、受電パッチ・パネル。
【請求項５】
　請求項１記載の受電パッチ・パネルであって、更に、
　レガシー検出サポート回路と、
　第１位置および第２位置を有するスイッチと、
を備えており、前記レガシー検出サポート回路は、
　第１電流および第２電流に基づいて、前記ポートに接続された前記受電デバイスの特性
を判定し、
　第１検査電圧が前記スイッチに印加されているとき前記第１位置にある前記スイッチを
介して前記第１電流を測定し、第２検査電圧が前記スイッチに印加されているとき前記第
２位置にある前記スイッチを介して前記第２電流を測定する、
ように構成された、受電パッチ・パネル。
【請求項６】
　請求項１記載の受電パッチ・パネルであって、更に、前記ポートと関連する複数のＬＥ
Ｄを備えており、前記ＬＥＤの少なくとも１つは、前記ポートのステータスまたは格納さ
れた制御パラメータの値のうちの少なくとも１つを示す、受電パッチ・パネル。
【請求項７】
　請求項１記載の受電パッチ・パネルであって、更に、別個で絶縁されたパワー・プレー
ンから電力を受けるように構成された共通回路とポート回路とを備えており、前記ポート
回路は、電流管理部と、パワー・オーバー・イーサーネット（ＰｏＥ）管理部と、ＬＥＤ
管理部とを備えており、前記電流管理部、前記ＰｏＥ管理部、および前記ＬＥＤ管理部の
各々は、状態マシンとレジスタとを備えており、前記状態マシンおよびレジスタは光アイ
ソレータまたは容量性アイソレータの少なくとも１つを介して前記プロセッサと通信する
、受電パッチ・パネル。
【請求項８】
　受電パッチ・パネルに接続された１つ以上の受電デバイスに電力を供給する方法であっ
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て、
　１つ以上の制御パラメータを前記受電パッチ・パネルに格納し、
　前記１つ以上の制御パラメータに基づいてネットワーク通信接続を通じて受電デバイス
に選択的に電力を供給するように、前記受電パッチ・パネルの複数のポートのうちの少な
くとも１つを構成し、さらに、
　第１電源および第２電源から電力を受け、
　前記第１電源および前記第２電源からの電力を、単一の電源に組み合わせて、前記複数
のポートのうちの少なくとも１つを介して受電デバイスに電力を供給し、
　前記第１電源の第１端子を第１ダイオードに接続し、
　前記第２電源の第１端子を第２ダイオードに接続し、
　前記第１ダイオードおよび前記第２ダイオードを第１ノードに接続し、
　前記第１電源の第２端子と前記第２電源の第２端子とを第２ノードに接続し、
　インライン電流管理部を前記第１ノードおよび前記第２ノードに接続して、前記複数の
ポートのうちの少なくとも１つを介して電力を受電デバイスに供給し、
　前記第１電源および前記第２電源並びに前記第１ノードおよび前記第２ノードのアナロ
グ電圧をディジタル値に変換し、
　前記ディジタル値に基づいて前記第１電源および前記第２電源のステータスを識別する
、
方法。
【請求項９】
　請求項８記載の方法であって、さらに、
　前記１つ以上の制御パラメータのうちの少なくとも１つとして電流制限しきい値を格納
し、
　前記電流制限しきい値に基づいて前記複数のポートのうちの少なくとも１つに対して１
つ以上の電流制限を設定する、方法。
【請求項１０】
　請求項８記載の方法であって、更に、
　共通回路およびポート回路に電力を別個に供給し、
　前記共通回路と前記ポート回路との間の通信を、電源アイソレータを介して行われるよ
うに制限し、
　レジスタを用いて前記ポート回路を制御する、方法。
【請求項１１】
　請求項８記載の方法であって、更に、
　第１検査電圧をポートに印加し、第１電流を測定し、
　第２検査電圧を前記ポートに印加し、第２電流を測定し、
　前記第１電流および前記第２電流に基づいて、前記ポートに接続された受電デバイスの
特性を判定する、方法。
【請求項１２】
　受電パッチ・パネルであって、
　複数のポートであって、各々がネットワーク通信接続をサポートするように構成された
ポートと、
　制御パラメータを格納し、該制御パラメータに基づいて前記受電パッチ・パネルを制御
する共通回路と、
　前記制御パラメータの１つ以上に基づいて、ネットワーク通信接続を通じて前記ポート
のうちの１つに接続された受電デバイスに電力を供給するポート回路と、
　前記共通回路に電力を供給する共通回路パワー・プレーンと、
　前記ポート回路に電力を供給するポート回路パワー・プレーンと、
　電源から電力を受け取るダイオード回路と、
　前記ダイオード回路から電力を受け、前記共通回路パワー・プレーンおよび前記ポート
回路パワー・プレーンに電力を供給するインライン電流管理部と、
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　前記ダイオート回路から受ける電力および前記インライン電流管理部によって出力され
る電力を監視するアナログ／ディジタル変換器と、
　前記アナログ／ディジタル変換器から、前記ダイオード回路が前記第１電源から受けた
電圧、前記ダイオード回路が前記第２電源から受けた電圧、前記インライン電流管理部か
ら出力される電力、または前記インライン電流管理部から出力される電流のうちの少なく
とも１つのディジタル表現を受け取り、該ディジタル表現を前記共通回路に中継する第１
光カプラと、
　前記制御パラメータを前記共通回路から前記ポート回路に中継する第２光カプラと、
を備えた、受電パッチ・パネル。
【請求項１３】
　請求項１２記載の受電パッチ・パネルにおいて、前記ポート回路は、更に、
　レジスタに設定されており前記共通回路から受け取る値に基づいて、前記ネットワーク
通信接続を通じて前記受電デバイスへの電流の流れを制限する電流管理部と、
　ポートに接続された受電デバイスの存在および特性を検出するために、前記ポートを監
視するＰｏＥ管理部と、
　レジスタ内にあり前記共通回路から受け取る値に基づいて、ポートＬＥＤを点灯するた
めに、ＬＥＤ駆動回路を制御するＬＥＤ管理部と、
　ポートに接続された受電デバイスが第１のタイプのＰｏＥデバイスかまたは第２のタイ
プのＰｏＥデバイスかを判定するレガシー・サポート管理部と、
を備えた、受電パッチ・パネル。
【請求項１４】
　請求項１２記載の受電パッチ・パネルにおいて、前記共通回路は、更に、
　前記制御パラメータを格納するメモリと、
　前記共通回路とイーサネット・ネットワーク管理ポートとの間の通信をサポートするイ
ーサネット・スイッチと、
　前記イーサネット・ネットワーク管理ポートを介して前記制御パラメータを受け取り、
前記メモリに前記制御パラメータを格納するように命令するプロセッサと、
を備えた、受電パッチ・パネル。
【請求項１５】
　請求項１４記載の受電パッチ・パネルにおいて、前記共通回路内にある前記イーサネッ
ト・スイッチは、多数の受電パッチ・パネルを単一のイーサネット・ネットワーク接続上
に接続するためのデイジー・チェーンの形成をサポートする２つのイーサネット・ネット
ワーク管理ポートをサポートする、受電パッチ・パネル。
【請求項１６】
　請求項１２記載の受電パッチ・パネルであって、更に、前記レガシー・サポート管理部
から前記共通回路内のプロセッサに情報を中継する容量性カプラを備えており、前記情報
は前記ポートに接続された前記受電デバイスに関する、受電パッチ・パネル。
【請求項１７】
　請求項１２記載の受電パッチ・パネルであって、更に、
　前記インライン電流管理部を前記ポート回路パワー・プレーンに接続する第１ヒューズ
と、
　前記インライン電流管理部を前記共通回路パワー・プレーンに接続する第２ヒューズと
、
を備えた、受電パッチ・パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２００５年９月２８日に出願され「受電パッチ・パネル」と題する米国仮特許
出願第６０／７２１，１３１号の優先権を主張する。
【背景技術】
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【０００２】
　ネットワーク・ケーブルを通じて電力を供給するネットワークは、電力を必要とする機
器を設置する際に別個の電力網(power grid)を設置する必要がなく、ネットワーク接続に
よって満たすことができるので、関心が寄せられている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　電気通信業界連合（ＴＩＡ：Telecommunication Industry Association）の分類５ｅお
よび６に適合する（即ち、ギガヘルツ範囲における通信をサポートする）受電パッチ・パ
ネル（ＰＰＰ：powered patch panel）を開示する。これは、対応する国際標準分類と互
換性があり、パワー・オーバー・イーサーネット（ＰｏＥ：Power over Ethernet）のよ
うなパワー・オーバー・ネットワーク（ＰｏＮ：power over network）をサポートする。
例えば、ＰＰＰは、交差接続および相互接続構成の双方において中距離範囲のネットワー
クに用いることができる。このように、ＰＰＰは、水平ケーブル布線に直接接続すること
によって、建物の永続的リンクの一部として組み込むことができる。このように組み込ま
れた場合、建物の永続的リンクは、分類５ｅおよび６に準拠し、パワー・オーバー・イー
サーネット（ＰｏＥ）のようなパワー・オーバー・ネットワーク（ＰｏＮ）をサポートす
ることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　パッチ・パネルを含む交差接続および相互接続構成では、ＰＰＰは、追加のラック区間
を必要とせずにパッチ・パネルと置き換わることができ、同一の配電(patching)を行うこ
とができ、電力をネットワーク・ケーブルに挿入することができ、ローカル制御および監
視機能、ならびにネットワーク方針の施行を実行するためのインテリジェントな処理を行
うことができる。
【０００５】
　ＰＰＰは、２つの電力供給入力ポートを含むことができるので、２系統の電源をフォー
ルト・トレラント様式で用い、各ＰＰＰに給電することができる。更に、ＰＰＰの電子回
路は、少なくとも２つの電力が独立した部分に分離することができ、各々別個に供給され
るパワー・プレーン(power plane)によって給電することができる。電源入力からの電力
を結合し、少なくとも２つの独立した電力出力に変換し、電力を２つのパワー・プレーン
に供給することができる。パワー・プレーンの一方は、プロセッサおよびサポートするハ
ードウェアを含む共通回路に電力を供給することができ、他方のパワー・プレーンはポー
ト回路に電力を供給することができる。
【０００６】
　共通回路およびポート回路の回路間の通信は全て、例えば、光カプラまたはコンデンサ
（電力アイソレータ）のいずれかまたは双方によって、電力を絶縁することができるので
、一方のパワー・プレーンにおいて停電が発生しても、他方のパワー・プレーンでは停電
が発生することはない。このように、ポート回路および／または共通回路は、他方の回路
における停電という事態においても、その機能を実行することができる。このため、パワ
ー・プレーン・レベルで耐故障性を達成することができる。
【０００７】
　ＰＰＰは、受電デバイス（ＰＤ）質問および電力管理機能を設けることができる。例え
ば、ＰＰＰはＰＤの接続または切断を検出し、自動的に電力要件を判断し、電力をＰＤに
供給することができる。各ポートを周期的にチェックしてレガシーデバイス（ＩＥＥＥ８
０２．３ａｆと互換性のないＰｏＮ機能性を有するデバイス）がないか調べて、しかるべ
く対処することができる。加えて、ポート毎に電流制限を行うこともできる。
【０００８】
　ＰＰＰは、ポートの各々に対応するＬＥＤインディケータを設けることができる。ＬＥ
Ｄ機能性は、ＰＤ接続の指示、ＰＤがＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠デバイスかまたはレガ
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シーデバイスか、そして電流制限条件を含むことができる。更に、ＬＥＤを制御して、色
を変化させ、オンまたはオフに切り換え、および／または点滅速度を調節することによっ
て、ネットワーク・ケーブル接続の移動、追加、および変更において補助することができ
る。
【０００９】
　ＰＰＰステータスおよび／またはＰＰＰネットワーク接続ステータスを示すために、別
のＬＥＤを設けることもできる。例えば、オンライン電流管理部は、１つ以上の電源から
の電圧および電流入力を判定し、電力消費しきい値を超過している、電圧レベル入力が特
定のしきい値よりも高いまたは低い、あるいは総電流出力しきい値を超過しているという
ような状態を示すように、ＰＰＰ　ＬＥＤを制御することができる。ＬＥＤインディケー
タは、入力および出力ネットワーク接続ポートに設けることができる。
【００１０】
　入力および出力ネットワーク接続ポートは、デイジー・チェーン構成とした多数のＰＰ
Ｐの接続をサポートすることができる。ネットワーク・ポートの各々には、例えば、接続
不良のような、ポート・ステータスを示すＬＥＤを設けることができる。デイジー・チェ
ーン構成は、ＰＰＰ以外のデバイス（電源のような）にネットワーク接続を設け、スイッ
チ・ポート利用の保存に役立つことができる。
【００１１】
　各ＰＰＰは、ＰＰＰポートを監視し制御するローカル・インテリジェンスを備え、１つ
以上のネットワーク管理システム（ＮＭＳ）および／または要素管理システム（ＥＭＳ）
とインターフェースするためにプロセッサを含むことができる。設置時に、部屋番号、ラ
ック番号、および／またはラック内の位置というようなローカル物理アドレス情報を入力
し、不揮発性メモリ内にセーブすることができる。物理アドレス情報は、例えば、水平ケ
ーブル接続を変更することによってＰＰＰを構成し直す場合に、再入力することもできる
。プロセッサはローカル物理アドレス情報をＮＭＳ／ＥＭＳにアップロードすることがで
きる。加えて、ＰＤを接続または切断する場合、不揮発性メモリ内にあるポート・ステー
タスが変化することができる。これらの変化は、いずれかの識別情報と共に、自動的にＮ
ＭＳ／ＥＭＳに報告することができ、または格納しておき、後にＮＭＳ／ＥＭＳが必要と
するときに検索できるようにしてもよい。
【００１２】
　ＮＭＳはネットワーク全体の制御を行い、多くのネットワーク・デバイスを包含するこ
とができるが、ＥＭＳは対象を一部に絞ることができる。例えば、ＥＭＳは、全てのネッ
トワーク接続デバイスにアクセスすることができるが、１つのＰＰＰに宛うこともできる
。ＮＭＳ／ＥＭＳは以下のような機能を実行することができる。
１．監視
　ａ．ネットワークまたはネットワークのサブネットの接続性、
　ｂ．ＰＰＰの電力消費ステータス、
　ｃ．ＰＰＰの個々のポートの接続ステータス、
　ｄ．ＰＰＰおよび／または電源における電源ステータス、および
　ｅ．ＰＰＰネットワーク接続不良。
２．制御パラメータをＰＰＰに送信し、下記を制御する。
【００１３】
　ａ．ＰＰＰ電力消費レベルの設定、
　ｂ．ポート毎に、低、中、または高優先度への電力の優先順序付け、
　ｃ．例えば、検査のための電力停止の間優先順位に基づいて選択的にポートをオンおよ
びオフにすること、
　ｄ．接続の移動、追加、および変更をサポートするためのポートＬＥＤの活性化、
　ｅ．ソフトウェア・アップデートのためのソフトウェアのＰＰＰへのダウンロード。
３．ネットワーク方針の展開
　ａ．セキュリティ方針、
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　ｂ．電力消費および外乱。
【００１４】
　オペレータがネットワークを制御し監視するのを補助するために、ＮＭＳ／ＥＭＳはグ
ラフィカル・ユーザ・インターフェース（ＧＵＩ）を含むとよい。例えば、ＧＵＩは、ネ
ットワーク全体のトポロジ、ネットワークの一部（サブネット）、または、例えば、サブ
ネットのＰＰＰというような特定のユニット形式を表示することができる。ＧＵＩは、個
々のラックのＰＰＰ全てを表示し、ＰＰＰのいずれの各ポートの位置アドレス、ＭＡＣア
ドレス、電力消費、および／または電流制限ステータスというような情報でも提供するこ
とができる。このように、操作者は関心のあるデバイスの１つ以上のステータスのみを視
認し、ネットワークまたはネットワークのサブネットの状態を効率的に判断することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら本発明について詳しく説明する。図面において、同様の参照
番号は同様の要素を引用することとする。
　図１は、ＰｏＥのような、ＰｏＮをサポートする一例のネットワーク・システム１００
を示し、エンド・ユーザ・デバイス１１６～１２６（例えば、ボイス・オーバーＩＰ電話
機、コンピュータ等）、１つ以上の要素管理システム（ＥＭＳ）１１２および１１４、な
らびにネットワーク管理システム（ＮＭＳ）１１０の、ネットワーク１０４ならびにロー
カル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）１０６および１０８を通じたネットワーク接続性
を設ける。ＬＡＮ１０６および１０８は、それぞれ、リンク１３４および１３６を介して
、ネットワーク１０４に接続することができ、ＥＭＳ１１２および１１４は、それぞれ、
リンク１３０および１３２を介して、ＬＡＮ１０６および１０８に接続することができ、
ＮＭＳ１１０はリンク１２８を介してネットワーク１０４に接続することができる。
【００１６】
　ＰｏＮは、ＰＰＰのような電力挿入ユニットを、例えば、ＬＡＮ１０６および１０８内
に設けることによって、実装することができる。建造物における設置では、１９インチ・
ラックのようなラックの中に、ＰＰＰを、スイッチ、ハブ、パッチ・パネル等のようなそ
の他のＬＡＮ機器と共に配置すればよい。ラックは、機器クローゼット内に配置すればよ
く、ここで外部ネットワーク・フィード(network feed)が建造物に入り、ＬＡＮスイッチ
を、例えば、ネットワーク・スイッチを介して、ネットワーク・フィードに接続すること
ができる。
【００１７】
　図２は、床領域２０４についての建造物２０２の建造物床配置図２００の機器クローゼ
ット２０６の一例を示す。この例では、ＬＡＮ１０６は建造物２０２の２階を担当し、Ｌ
ＡＮ１０８は、作業領域２１０～２１４を含む３階を担当する。ＬＡＮ１０８は、建造物
２０２の全てのＬＡＮのためにネットワーク１０４への接続部を設けることができるネッ
トワーク・スイッチ２０８を介して、ネットワーク１０４に接続することができる。ＬＡ
Ｎ１０８は、壁ジャック２１８～２２２を介して、水平ケーブル配線２１６によってエン
ド・ユーザ・デバイス１２２～１２６に結合することができジャック２１８～２２２を介
してエンド・ユーザ・デバイス１２２～１２６に電力を伝達することができる。
【００１８】
　ＬＡＮは、例えば、イーサネット・スター構成のような多くの構成を有することができ
、この構成は、エンド・ユーザ・デバイスおよび／または他のネットワーク間の通信を可
能にするイーサネット・スイッチ（スイッチ）を含む。スター構成では、エンド・ユーザ
・デバイスは、交差接続構成または相互接続構成でスイッチに接続することができる。図
３Ａは、２つの従来のパッチ・パネルを用いる、第１の従来のＬＡＮ交差接続構成を示す
。図３Ａに示すように、一例としてＬＡＮ１０６を用いて、スイッチ２３０上のスイッチ
・ポートから従来のパッチ・萎える２３２の背面側にあるパンチ・ダウン・ブロック(pun
ch down block)に接続されているケーブルを通じて、スイッチ２３０の全てのポートが、
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従来のパッチ・パネル２３２に接続されている。エンド・ユーザ・デバイス１１６～１２
０は、パッチ・パネル２３４の裏面上にある水平ケーブル配線およびパンチ・ダウン・ブ
ロック（図示せず）を介して、パッチ・パネル２３４に直接または間接的に接続すること
ができる。パッチ・パネル２３２とパッチ・パネル２３４との間の接続は、パッチ・パネ
ル２３２の前面ポートとパッチ・パネル２３４の前面ポートとの間のパッチ・コード接続
を変更することにより、容易に確立および／または修正することができる。このような交
差接続構成は、容易性および柔軟性を最適化することができ、これによって水平ケーブル
施設間の接続を確立し、敷設しなおし、あるいは除去することができる。
【００１９】
　図３Ｂは、パワー・ハブおよび従来のパッチ・パネルを用いた、第２の従来のＬＡＮ交
互接続構成を示す。図３Ｂに示すように、一例としてＬＡＮ１０６を用いて、スイッチ２
３０上のスイッチ・ポートからパワー・ハブ２３３のポートの最上列に接続されているケ
ーブルを通じて、スイッチ２３０の全てのポートが従来のパワー・ハブ２３３に接続され
ている。エンド・ユーザ・デバイス１１６～１２０は、パッチ・パネル２３４上の水平ケ
ーブル配線およびパンチ・ダウン・ブロック（図示せず）を介して、従来のパッチ・パネ
ル２３４に直接または間接的に接続することができる。パワー・ハブ２３３とパッチ・パ
ネル２３４との間の接続は、パワー・ハブ２３３の下位前面ポートとパッチ・パネル２３
４の前面ポートとの間のパッチ・コード接続を変更することによって、容易に確立および
／または修正することができる。図３Ａに関して先に取り上げたように、このような交差
接続構成は、容易性および柔軟性を最適化することができ、これによって水平ケーブル施
設間の接続を確立し、敷設しなおし、あるいは除去することができる。
【００２０】
　パワー・ハブ２３３を含むことにより、図３Ｂに示す交差接続構成は、それぞれの水平
ケーブル・ネットワーク接続を介してＰｏＮ電力を挿入することができる。しかしながら
、入力ポートおよび出力ポートは双方共パワー・ハブの前面上にあるので、パワー・ハブ
は、標準的な機器ラックにおいて、従来のパッチ・パネルよりも２倍の垂直空間が必要と
なる。したがって、交差接続構成でパワー・ハブを用いる大きなネットワークの空間要件
は、パッチ・パネルに基づく交差接続構成の空間要件よりも遥かに大きくなる。
【００２１】
　展開されている大規模なネットワーク・インフラストラクチャ・レイアウトの多くは、
ＰｏＮが広く受け入れられる前に設計されたものである。したがって、展開されている交
差接続構成、およびこれらの構成を収容する機器室の多くは、図３Ａに示すような、標準
的な機器ラックおよび単一高(single-height)の従来のパッチ・パネルを用いる交差接続
構成の使用に基づいた、機器ラック台数および内部機器ラック・レイアウトに基づくもの
であった。
【００２２】
　理論的に、ネットワーク管理者は、図３Ａに示す構成に示すような従来のパッチ・パネ
ル（例えば、パッチ・パネル２３２）をパワー・ハブ（例えば、パワー・ハブ２３３）と
置き換えて図３Ｂに示す構成を得ることによって、ＰｏＮサービスをネットワークに導入
することができるはずである。しかしながら、パワー・ハブの垂直高要件が厳しくなるた
め、通例、このような単純な手法を実施することはできない。パワー・ハブの垂直ラック
空間要件の厳格化により、パワー・ハブを用いる交差接続に基づくネットワーク・インフ
ラストラクチャを展開しその中にＰｏＮを挿入すると、以下のことが必要となるために、
著しい出費の追加を招く可能性がある。
【００２３】
　１．内部ラック構成およびケーブル構成の変更、
　２．機器室に追加する機器ラック、
　３．増加した数の機器ラックを収容するための機器室の拡大、
　４．機器ラック・レイアウトの変更に対処するための既存のケーブル配線およびケーブ
ル・トレイ構成の配置し直し。
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【００２４】
　ＰＰＰは実質的に従来のパッチ・パネルと同じ寸法を有することができるので、機器ラ
ック空間要件が厳しくなることも、それ以外で悪影響を及ぼすこともなく、ＰｏＮサービ
スの挿入をサポートする。したがって、ＰＰＰは、ＰｏＮ挿入のためにＰＰＰを用いる新
たな機器室の設計を、ＰｏＮ挿入のためにパワー・ハブを用いる新たな機器室設計よりも
少ない数の機器ラック、および緩い全体的な床空間要件で行うことを可能にする。更に、
ＰＰＰは、既存の機器ラックやケーブル構成に影響を及ぼすことなく、ＰｏＮサービスを
、従来のパッチ・パネルを用いて展開したいずれのネットワーク内にも、継ぎ目なく挿入
することを可能とし、これによってＰｏＮを既存のネットワークに挿入する総コストを大
幅に削減し、パワー・ハブを用いて同様にＰｏＮを挿入すると法外なコストがかかるよう
な既存のネットワーク内にも、ＰｏＮサービスを挿入することを可能にする。
【００２５】
　図４Ａは、ＰｏＮサービスをサポートするＰＰＰに基づくＬＡＮ交差接続構成の一例を
示す。図４Ａに示すように、ＬＡＮ１０８を一例として用い、スイッチ２３０の全てのポ
ートは、スイッチ２３０上のポートから従来のパッチ・パネル２３２の背面上にあるパン
チ・ダウン・ブロックまでのケーブルを通じて、従来のパッチ・パネル２３２に接続され
ている。エンド・ユーザ・デバイス１２２～１２６は、水平ケーブル配線およびＰＰＰ２
４２の裏面上のパンチ・ダウン・ブロック（図示せず）を介して、ＰＰＰ２４２に直接ま
たは間接的に接続することができる。パッチ・パネル２３２とＰＰＰ２４２との間の接続
は、パッチ・パネル２３２の前面ポートとＰＰＰ２４２の前面ポートとの間のパッチ・コ
ード接続を変更することにより、容易に確立および／または修正することができる。尚、
図４Ａに示すＬＡＮ交差接続構成の能力には影響を与えることなく、パッチ・パネル２３
２およびＰＰＰ２４２の位置は相互交換可能であることを記しておく。更に、前述の構成
のいずれかと建造物の水平ケーブル配線との間には、追加のパッチ・パネルも挿入するこ
とができる。
【００２６】
　図４Ｂは、ＰｏＮサービスをサポートするＰＰＰに基づくＬＡＮ相互接続構成の一例を
示す。図４Ｂに示すように、ＬＡＮ１０８を一例として用い、エンド・ユーザ・デバイス
１２２～１２６は、水平ケーブル配線およびＰＰＰ２４２の裏面上にあるパンチ・ダウン
・ブロック（図示せず）を介して、ＰＰＰ２４２に直接または間接的に接続することがで
きる。スイッチ２３０とＰＰＰ２４２との間の接続は、スイッチ２３０の前面ポートとＰ
ＰＰ２４２の前面ポートとの間のパッチ・コード接続を変更することにより、容易に確立
および／または修正することができる。図４Ｂに示すような相互接続構成では、（水平ケ
ーブル配線施設を介した）エンド・ユーザとスイッチとの間の接続を確立および／または
除去および／または変更するのを担当する技術者は、スイッチ２３０に接近しなければな
らない。したがって、このような構成は、図４Ａ及び図４Ｂに示す同等の交差接続構成よ
りも機密性が低いと見なされる。このような相互接続構成は、機密構成やスイッチ２３０
に対するセキュリティ制御を必要としないネットワークに設置されるのが通例である。
【００２７】
　先に実証したように、ＰＰＰは、単に従来のパッチ・パネルと交換し置き換えることに
よって、ＰｏＮサービスを新たなＬＡＮまたは既存のＬＡＮに挿入することができる。し
たがって、ＰＰＰは、交差接続構成（図４Ａに示すような）および相互接続構成（図４Ｂ
に示すような）双方をサポートすることができる。
【００２８】
　建造物の水平ケーブル施設は、通例、水平ケーブル配線区分点として供する１つ以上の
機器室パッチ・パネルにて終端する。加えて、パッチ・パネルに基づく区分点は、例えば
、ケーブル設置業者から、例えば、機器を水平ケーブル施設に接続する担当のネットワー
ク技術者に水平ケーブル施設に対する責務を引き渡す前に、水平ケーブル施設内にあるそ
れぞれのネットワーク・ケーブルを、ＴＩＡ分類５ｅおよび６に準拠することを容易に検
査し、準拠することを証明可能とする。現行の業界慣例の下では、パッチ・パネル後部の
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パンチ・ダウン・ブロックは、水平ネットワーク・ケーブルに対して十分に信頼性があり
安定した終端点であると見なされている。しかしながら、現行の業界標準の下では、ハブ
の前面上のＲＪ－４５ジャックは、水平ネットワーク・ケーブルに対して十分に信頼性が
あり安定した終端点とは見なされていない。
【００２９】
　したがって、ＰＰＰは交差接続構成および相互接続構成の双方をサポートすることがで
きるが、パワー・ハブは交差接続構成をサポートすることしかできない。更に、（例えば
、図３Ａにおけるパッチ・パネル２３２またはパッチ・パネル２３４と置き換えることに
よって）交差接続構成においてＰＰＰ２４２を使用することにより、機器ラックや既存の
ケーブル施設／設備レイアウトに悪影響を及ぼすことなく、ＰｏＥサービスを既存の交差
接続構成に導入することが可能となる。（図４Ｂに示すような）相互接続構成においてＰ
ＰＰ２４２を用いて既存の交差接続構成または計画した交差接続構成と置き換えることに
より、同等の交差接続構成に対してほぼ５０％の全体的な空間の縮小となる。この縮小は
、非受電ネットワークをＰｏＥネットワークにアップグレードするときに、ラック空間管
理には重要な場合もある。加えて、相互接続構成により、パワー・ハブと従来のパッチ・
パネルとの間のパッチ・コードの必要性が解消し、これによって必要なケーブル数が減少
し、ＬＡＮ機器室内におけるケーブルの輻輳が減少し、ケーブルに関連するネットワーク
接続不良の可能性が低下する。
【００３０】
　他方で、パワー・ハブは、先に取り上げたように、既存の設備機器ラックの空間要件に
悪影響を及ぼさずに既存の交差接続構成の中に投入することはできず、場合によっては、
機器室の機器ラック数、設備レイアウト、およびケーブル施設のレイアウトに悪影響を及
ぼすこともあり得る。更に先に取り上げた理由により、パワー・ハブは、相互接続構成を
サポートすることができず、したがって相互接続構成を受け入れることができる設備にお
いて相互接続構成を用いることによって達成することができる空間の縮小を設備は利用す
ることができない。
【００３１】
　要約すると、既存の機器室が交差接続または相互接続構成のどちらであるかには係わら
ず、ＰＰＰに基づく手法を用いれば、機器室の空間要件に影響を及ぼすことなくＰｏＥを
挿入することができる。ＰＰＰ手法は、パワー・ハブに基づく手法では付帯したかもしれ
ない、大規模なインフラストラクチャの計画および／またはインフラストラクチャのアッ
プグレードを回避することができる。
【００３２】
　ＮＭＳの一例が、２００５年８月２４日に出願され、"SYSTEMS AND METHODS FOR NETWO
RK MANAGEMENT"（ネットワーク管理システムおよび方法）と題する米国特許出願第１１／
２０９，８１７号に記載されている。その内容は、この中で引用した全ての引例も含み、
ここで引用したことにより本願に含まれるものとする。ＥＭＳは、ＮＭＳの特徴の少なく
とも部分集合を設けるように適応させたＮＭＳとすればよいが、ＮＭＳの特徴全てを含ん
でもよい。ＥＭＳは、特定の１組のインテリジェント・ネットワーク・デバイスの必要性
を満たすように構成することができる。
【００３３】
　ＮＭＳ１１０おおよびＥＭＳ１１２～１１４（図１）のようなＮＭＳ／ＥＭＳは、ネッ
トワーク・システム１００を通じてインテリジェント・ネットワーク・デバイス（例えば
、ＰＰＰ）から検索することができるデバイス情報のデータベースを保持することができ
る。ＮＭＳ／ＥＭＳは、更に、そのデータベースの中に、ネットワーク・システム１００
内にあるデバイスの接続性を記述する論理および物理トポロジ情報を保持することもでき
る。物理トポロジ情報は、ネットワーク・デバイス毎の一意の識別子、建造物／階／部屋
番号識別子のようなネットワーク・デバイスの物理位置、ラック識別、特定したラックに
おける位置、水平ケーブル配線作業領域の識別、および機器ラック、ＰＰＰ、ＰＰＰポー
ト、ＰＰＰ電源等に対する位置を含むことができる。論理トポロジ情報は、ＰＰＰ識別子
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、ＰＰＰポート番号、ジャック識別、水平ケーブルおよび作業領域ジャック識別、電源識
別等のような、ネットワーク・デバイスの接続性を含むことができる。また、データベー
スはキー・ケーブル性能測定値も収容することができる。
【００３４】
　ＰＰＰは、ＰＰＰの位置、およびＰＰＰ内にあるポートの各々がサポートする作業領域
の場所に関する物理位置情報の主レポジトリとして供することもできる。例えば、設置の
時点において、論理および物理位置情報（例えば、建造物、階、部屋、ＧＰＳ座標、ＩＰ
アドレス、ＩＰマスク、デフォルトＩＰゲートウェイ等）をＰＰＰに設定することができ
る。ＰＰＰは、このような情報をＮＭＳ／ＥＭＳに供給し、こうして、ＮＭＳ／ＥＭＳ内
に格納されている論理および物理位置情報が実際のネットワーク・ステータスと一致する
ことを確認することができる。更に、各ＰＰＰポートをパンチ・ダウン・ブロックを介し
て着信ケーブルに配線する時点において、そのケーブルが担当する場所をＰＰＰに入力す
ることができる。例えば、ＰＰＰを水平ケーブル配線区分パッチ・パネルとして構成する
場合、ケーブルがサポートする作業領域（例えば、建造物／階／作業領域／壁ジャック等
）のような情報をＰＰＰに入力し、不揮発性メモリに格納するとよい。ＰＰＰをスイッチ
・パッチ・パネル・インターフェースとして構成する場合、ケーブルがサポートするスイ
ッチ・ポート（例えば、建造物／階／機器室／スイッチ／ポート等）に関する情報を入力
し、ＰＰＰに格納するとよい。このような位置情報は、定義インターフェース・ファイル
（ＤＩＦ：definition interface file)が指定するデータ構造で格納するとよい。単純ネ
ットワーク管理プロトコル（ＳＮＭＰ）では、ＤＩＦは管理情報ベース（ＭＩＢ：Manage
ment Information Base）に対応する。ＮＭＳ／ＥＭＳが、ＰＰＰのＤＩＦデータ構造に
格納されている情報を要求する場合、ＰＰＰはこの要求に応答して、データ構造に格納さ
れているデータをＮＭＳ／ＥＭＳに送信することができ、ＮＭＳ／ＥＮＳはこのデータを
内部の対応するデータ構造に格納することができる。例えば、ＮＭＳ／ＥＭＳはＰＰＰ　
ＤＩＦが定義するデータ構造と同一のデータ構造を含むデータ構造のＤＩＦを有するため
、ＰＰＰのデータ構造における情報を検索し、ＮＭＳ／ＥＭＳ内の対応するデータ構造内
に格納することができる場合もある。
【００３５】
　更に、ＮＭＳ／ＥＭＳはＰＰＰ制御パラメータを送りＰＰＰを制御することができる。
制御パラメータは、ＰＰＰおよびＮＭＳ／ＥＭＳに共通のＤＩＦにしたがって格納し、効
率的なデータ転送を達成できるようにするとよい。各ネットワーク・デバイスは一意のＤ
ＩＦを有することができる。このため、ＮＭＳ／ＥＭＳはネットワーク・システム１００
内部、または制御および／または監視するように構成されているサブネット内における一
意のＤＩＦ全てを格納する。
【００３６】
　図５から図８は、ＰＰＰ４００の構成例を示す。図５は、ＰＰＰフロント・パネル４０
２の一例を示し、システム・ステータスＬＥＤ４１０、複数のポート４０４、複数のポー
ト・ステータスＬＥＤ４０６を含むことができ、各ＬＥＤ４０６は１つのポート４０４に
対応する。更に、ＴＩＡ－６０６－Ａに準拠する複数のポート・ラベル４０８、および例
えば、ラック上に実装するたえの２つのラック実装ブラケット４１２も含む。
【００３７】
　図６は、ＰＰＰバック・パネル４２０の一例の背面図を示し、２つの電力入力ポート４
２２および４２４、ネットワーク管理入力ポート４２６、ネットワーク管理出力ポート４
２８、２つのステータスＬＥＤそれぞれ４２６および４２８、グループ毎に３つのパンチ
・ダウン・ブロック４３４から成る８つのグループに分けられた複数のパンチ・ダウン・
ブロック４３４、ならびにＰＰＰ４００の側面パネルから延出する１対のプレート４３６
および４３８を含むことができる。プレート４３６および４３８は、パンチ・ダウン・ブ
ロック４３４を物理損傷から保護する。例えば、プレート４３６および４３８は、パンチ
・ダウン・ブロック４３４に損傷を与えることなく、平面上にＰＰＰ４００を、その背面
を下に向けて置くことを可能にする。
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【００３８】
　図７に示すように、パンチ・ダウン・ブロック４３４は、水平ケーブル配線２１６のよ
うなケーブルに、ＰＰＰ４００へのワイヤ接続を設ける。パンチ・ダウン・ブロック４３
４への損傷があると、ＰＰＰが使用不能となる場合もある。したがって、プレート４３６
および４３８は、パンチ・ダウン・ブロック４３４への損傷によってＰＰＰ４００を逸失
する危険性を低下させる。
【００３９】
　プレート４３６および４３８の各々は、接地点４４０として供する孔を含むことができ
る。図８に示すように、ＰＰＰ４００は、接地点４４０とラック上の点との間に接地スト
ラップ４２４を接続することによってラックに確実に接地することができる。
【００４０】
　図９は、３つのＰＰＰ５００ａ、５００ｂ、および５００ｃ、ならびにラック６００上
に実装した電源６０２の一例を示す。電源６０２は、単一の電源でもよく、あるいは多数
の電源の組み合わせでもよい。例えば、電源６０２が２つの電源を含む場合、耐故障性を
備えるようための冗長電源構成として、電源の各々をＰＰＰ５００ａ～５００ｃの各々に
独立して接続することができる。電源６０２は、電力出力ポート６０４ａ、６０４ｂ、お
よび６０４ｃ、ならびに、オプションとして、冗長構成を実施する場合には、電力出力ポ
ート６０６ａ、６０６ｂ、および６０６ｃを含むことができる。例えば、電力接続部６０
８ａ、６０８ｂおよび６０８ｃは、電力出力ポート６０４ａ～６０４ｃをＰＰＰ５００ａ
～５００ｃの電力入力ポート４２２に接続することができ、電力接続部６１０ａ、６１０
ｂ、および６１０ｃは、冗長電源構成を用いる場合、電力出力ポート６０６ａ～６０６ｃ
をＰＰＰ５００ａ～５００ｃの電力入力ポート４２４に接続することができる。
【００４１】
　図１０は、各５００ａ～５００ｃに含めることができるダイオード「ＯＲ」回路４４１
を示す。これは、冗長電源構成において２つの電源からの電力を組み合わせる。電源６０
２は、例えば、４８ボルトを有するＤＣ電力を供給することができ、電力接続部６０８ａ
～６０８ｃ（または図１２の９４２）および６１０ａ～６１０ｃ（または図１２の９４４
）は、２本のワイヤを含むことができ、１本が正そして１本が負である。４８ボルトのＤ
Ｃ電力に基づく手法は、内部１１０ＡＣ／ＤＣ電源を含むことを回避することにより、Ｐ
ＰＰにおける内部ファンの必要性をなくし、既存の従来からのパッチ・パネルと１対１で
ＰＰＰが置き換わることを可能とする。電力入力ポート４２２および４２４の各々は、２
つの接続点、１つが正そして１つが負、を含むことができるので、電力接続部６０８ａ～
６０８ｃおよび６１０ａ～６１０ｃのワイヤは、電力入力ポート４２２および４２４の接
続点の対応するものに、正を正に、そして負を負に接続する。
【００４２】
　ダイオート回路４４１は、２つのダイオード４４２および４４４、またはこれらのダイ
オードの機能をモデル化した同等の回路を含むことができる。ダイオード４４２～４４４
のカソード端子は、それぞれの電力入力ポート４２２および４２４の負の接続点に電気的
に接続することができ、ダイオード４４２および４４４のアノード端子はノード４４６に
おいて互いに電気的に接続することができる。正の接続点はノード４４８に電気的に接続
することができる。ノード４４６および４４８は、電力をＰＰＰ５００ａ～５００ｃに供
給する。ダイオード４４２および４４４は電源の１つからの電力が他の電源に流入するの
を防止する。
【００４３】
　図９に戻って、電源６０２は、ＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２および／またはＥＭＳ１１
４によって制御できるように、例えば、ＬＡＮ１０８への接続のためにネットワーク・ポ
ート１６１２を含むことができる。ネットワーク・ポート６１２は、例えば、ラック６０
０の全てのＰＰＰ５００ａ～５００ｃを接続するデイジー・チェーンの端部に接続するこ
とができる。図９は、ＬＡＮ１０８のスイッチ２３０のポートに接続されているＰＰＰ５
００ａのネットワーク管理入力ポート４２６と、ＰＰＰ５００ｂのネットワーク管理入力
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ポート４２６に接続されているＰＰＰ５００ａのネットワーク管理出力ポート４２８を示
す。ＰＰＰ５００ｂのネットワーク管理出力ポート４２８は、デイジー・チェーンの最後
のＰＰＰまでラック６００上に他のＰＰＰがある場合、ＰＰＰ５００ｃ等のネットワーク
管理入力ポート４２６に接続することができる。最後のＰＰＰのネットワーク管理出力ポ
ート４２８は、電源６０２のネットワーク・ポート６１２に接続することができる。この
ように、ラック６００の全てのＰＰＰ５００ａ～５００ｃおよび電源６０２は、例えば、
スイッチ２３０の１つのポートのみを用いて、ＬＡＮ１０８に接続することができる。
【００４４】
　図１１は、ネットワーク管理入力および出力ポート４２６および４２８、ならびに内部
ＰＰＰ回路とのインターフェースをサポートするＰＰＰ内部イーサネット・スイッチ４５
０を示す。ネットワーク管理入力および出力ポート４２６および４２８のステータスは、
それぞれ、（図６に示すように）ステータスＬＥＤ４３０および４３２によって示すこと
ができる。以下の表１は、ステータスＬＥＤ、およびネットワーク管理入力および出力ポ
ート４２６および４２８に関連する対応の条件の指示例を示す。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　図１２は、ＰＰＰ９００の一例における回路のブロック図を示し、ＰＰＰ９００は、ダ
イオード回路４４１、インライン電流管理部９１０、アナログ／ディジタル変換器９４８
、パワー・プレーン９０４および９０８、共通回路９０２、ならびにポート回路９０６を
含む。２つの電源を用いて耐故障性を設けると仮定すると、アナログ／ディジタル変換器
９４８は２つの電源の電圧、ダイオード回路４４１のノード、ならびにインライン電流管
理部９１０が発生する出力電圧を監視し、監視した電圧のディジタル値を、光カプラ９１
８（光アイソレータとも呼ぶ）を介して、共通回路９０２のプロセッサ９２４に供給する
。プロセッサ９２４は、インライン電流管理部９１０を通過する電流の値も受け取ること
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ができる。これらの電圧および電流値は、以下のようなプロセスのために、プロセッサ９
２４によって処理することができる。
【００４７】
　１．ＰＰＰの入力電力消費を判定する。
　２．過去および現在の使用に基づいて、低電流および高電流状態に対するしきい値を計
算する。
【００４８】
　３．電圧、電流および計算した電力測定値を含むイベント通知を、ＮＭＳ１１０、ＥＭ
Ｓ１１２および／またはＥＭＳ１１４に対して発生する。
　４．ダイオード回路４４１において監視した電圧値が所定のしきい値未満またはこれを
超過する場合、イベント通知をＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２および／またはＥＭＳ１１４
に対して発生する。
【００４９】
　５．インライン電流管理部９１０を通過する電流が所定のしきい値未満またはこれを超
過する場合、イベント通知をＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２および／またはＥＭＳ１１４に
対して発生する。
【００５０】
　６．ＰＰＰの電力消費が所定のしきい値未満またはこれを超過する場合、イベント通知
をＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２および／またはＥＭＳ１１４に対して発生する。
　これらおよびその他のイベント通知は、ＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２および／またはＥ
ＭＳ１１４によって、例えば、イベント通知に伴うデータを格納することにより、記録す
ることができる。操作者は、ネットワーク・システム１００を保守するために、ＧＵＩを
用いてポート毎またはＰＰＰ毎に、記録したイベント通知を目視することができる。
【００５１】
　図１２に示すように、インライン電流管理部９１０は、電流管理電力を共通回路９０２
およびポート回路９０６に、別個にヒューズを設けた（それぞれ、ヒューズ９１２および
９１４によって）パワー・プレーン９０４および９０８を介して、別個に出力する。イン
ライン電流管理部、共通回路９０２、およびポート回路９０６の間の信号線は、光カプラ
９１８および９２２、および／または容量性結合９１９によって絶縁されている。このよ
うに、パワー・プレーン９０４および９０８の１つにおける停電が、他のプレーン９０４
または９０８に供給される電力に影響を及ぼすことを防止することができる。このように
、ポート回路９０６のパワー・プレーン９０８への電力が落ちた場合でも共通回路９０２
の動作は継続することができ、あるいは共通回路９０２のパワー・プレーン９０４の電力
が落ちた場合でも、ポート回路９０６の動作は継続することができる。
【００５２】
　例えば、高電圧源がＰＰＰに接続されているケーブルに偶然接続したことによってポー
ト回路９０６が損傷しても、共通回路９０２の動作に影響を及ぼすことを防止することが
できる。このように、共通回路９０２は、ポート回路９０６の障害にも係わらず、ステー
タスを報告するというように、ＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２および／またはＥＭＳ１１４
と通信し続けることができる。共通回路９０２が損傷を受けても、同様に、ポート回路９
０６の動作に影響を及ぼすことを防止する。このため、共通回路９０２への損傷にも係わ
らず、ＰｏＥサービスをＰＰＰポートに提供し続けることができる。
【００５３】
　ＰＰＰの実施形態は、いずれの数のポート回路９０６でも含むことができる。各ポート
回路は、絶縁されているパワー・プレーン９０８から電力を受けることができ、各ポート
回路９０６は、ここに記載するように、指定数のポートをサポートすることができる。こ
のように、個々のポート回路９０６が故障しても（例えば、電力サージまたはその他の何
らかの原因により）、残りのポート回路９０６は正常に動作し続けることができる。
【００５４】
　プロセッサ９２４は、制御システム・ステータスＬＥＤ４１０を制御し、先に論じたよ
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うに、種々のＰＰＰ状態を示すことができる。加えて、以下に羅列するような状態をシス
テム・ステータスＬＥＤ状態によって示すことができる。
【００５５】
　１．ＤＨＣＰアドレシング（動的アドレス）、
　２．電源ノイズ限度超過、
　３．ファームウェア更新、
　４．ファームウェア互換性、
　５．ヒューズがとんだというような状態を示すことができる、パワー・プレーンの電力
逸失、
　６．入力電力の未受電、
　７．プロセッサ初期化、
　８．適正に動作しているポート回路、および
　９．ポート回路の故障、および適正に動作する共通回路。
【００５６】
　単一または多数の色および色間の切り換え、連続するＬＥＤ色または点滅の速度、符号
化パルス発生、および／または強度の変動というようなＬＥＤ状態を、個々のＰＰＰ状態
の指示に用いることができる。加えて、ＥＤをオン状態に設定する代わりに点滅速度を用
いて、電力を節約することもできる。以下の表２は、ＰＰＰ９００の異なる状態について
可能なシステム・ステータスＬＥＤの他の例を示す。
【００５７】
【表２】

【００５８】
　図１２に示すように、ポート回路９０６は、電流管理部９３４、ＰｏＥ管理部９３６、
ＬＥＤ管理部９３８、およびレガシー検出サポート回路９４０を、ＰＰＰ９００のポート
毎に含むことができる。電流管理部９３４は、接続されているエンド・ユーザ・デバイス
の各ポートを介して流れる電流を制御し監視することができる、状態機械のような制御ロ
ジックを含むことができる。例えば、電流管理部９３４は、レジスタ内に設定した値に基
づいて、電流の流れを制限する電流制限回路を含むことができる。
【００５９】
　図１３は、電流管理部９３４の一例を示し、状態機械８０２、レジスタ８０４、ならび
に電流リミッタおよびスイッチ８０６を含む。プロセッサ９２４は、レジスタ８０４内に
制御値を設定することができる。状態機械８０２は、レジスタ８０４内の値に基づいて、
電流リミッタおよびスイッチ８０６を制御することができる。例えば、プロセッサ９２４
はレジスタ８０４内にしきい値を規定することができる。第１しきい値を絶対電流限度と
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してもよく、第２しきい値を、第１制御時間期間に超過してもよい電流限度としてもよい
。ポートが第１しきい値を超過した場合、状態機械８０２は直ちに電流リミッタおよびス
イッチ８０６に、例えば、スイッチを開放することにより電流の供給を停止するように指
令することができる。加えて、状態機械８０２は、レジスタ８０４内の値を更新し（状態
を変更する）、警報信号（イベント）を発生して、関連するポートに対して第１しきい値
を超過したことを示すこともできる。
【００６０】
　第２しきい値を超過すると、状態機械８０２は、レジスタ８０４を更新しタイマをオフ
に設定することによって、状態を変化させることができる。タイマが終了する前に電流が
第２しきい値未満に低下した場合、状態機械８０２はその以前の状態に戻ることができ、
あるいは状態機械８０２は第３状態に入り、ポートを再度オンにする前に、第２制御時間
時間ポートをオフに切り換えることができる。また、状態機械は、例えば、第２しきい値
を超過した回数を記録するために値をレジスタ８０４に設定し、プロセッサ９２４がレジ
スタ８０４内の値を受け取り、ＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２、および／またはＥＭＳ１１
４に報告できるようにしてもよい。
【００６１】
　プロセッサ９２４は、インライン電流管理部９１０が測定する電流値を経時的に監視す
ることができる（過去の電力使用）。プロセッサ９２４は、周期的にこれらの測定値を用
いて、ＰＰＰ９００への電流の流れを監視する際に用いる新たな電流しきい値を計算する
ことができる。過去の電流使用に基づく電流しきい値は、異常な電流使用のより良い指標
となることができる。
【００６２】
　ＰｏＥ管理部９３６は、各ＰＰＰポートを監視して、ＰｏＥ受電デバイス（ＰＤ）の存
在および特性を検出することができる。図１４に示すように、ＰｏＥ管理部９３６は、状
態機械８１２のような制御ロジック、レジスタ８１４、およびＰＤ質問器８１６を含むこ
とができる。いずれの数の状態機械８１２、レジスタ８１４、およびＰＤ質問器８１６で
も、例えば、実施要件による指定され得るように、用いることができる。ＰｏＥ　ＰＤを
検出した場合、状態機械８１２は、レジスタ８１４を更新することによって状態を変化さ
せ、続いてＰｅＥ　ＰＤのＰｏＥクラスを決定する（分類）。一旦クラスを決定したなら
、ＰｏＥ管理部９３６は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．３ａｆに規定されているようなＰＤ
のＰｏＥクラスに基づいて、ＰＤに電力を供給する。ＰｏＥ管理部９３６は、以下のよう
な機能も実行することができる。
【００６３】
　１．どのイーサネット・ケーブル対がＰｏＥに電力を分配するか決定する。
　２．検出するＰｏＥ機器の種類を制御する（即ち、ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ機器のみ、
レガシー機器、および／またはその他の種々雑多）。
【００６４】
　３．　ポート毎にＰｏＥサービスを活性化または非活性化する。
　４．　ポート毎に、ＰＤ　ＰｏＥ優先度および／または最大電力レベルを設定する。
　５．ポート電力優先度を制御する制御パラメータを重要、高、および低の１つに設定す
ることによって、ポート毎にＰｏＥ優先度を制御する。低電力の事態では、電力優先度が
高い方のＰＤを切断するのは、電力優先度が低い方のポートへの電力を切断した後にしな
ければならない。
【００６５】
　６．ポート毎にＰｏＥ検出技法を制御する。
　７．ポート毎にＰｏＥ　ＰＤ電力分類を制御する。ＰＤ電力分類は、ＰＤが消費すると
予期され得る電力量を示す。
【００６６】
　状態機械８１２は、レジスタ８１４にプロセッサ９２４が格納した制御パラメータによ
って制御することができる。例えば、プロセッサ９２４は、「停止ビット」をレジスタ８
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１４内に設定することによって、あるポートに電力の供給を停止させることができる。「
停止ビット」は、状態機械８１４の状態を変化させることができ、これに応答して、例え
ば、スイッチを開放してＰＤへの電力を切断する。状態機械８１２は、１つ以上の警告メ
ッセージ（イベント）をプロセッサ９２４に送ることによって、またはレジスタ８１４を
新たなステータス情報で更新することによって、ポート・ステータスの変化をプロセッサ
９２４に報告することができる。プロセッサ９２４は、レジスタ８１４の内容を読み取る
ことによって、ステータス情報を得ることができる。
【００６７】
　ＰｏＥ管理部９２６がプロセッサ９２４に供給するステータス更新は、以下のような状
態を示すことができる。
　１．ＰＰＰポートに取り付けられているＰＤがない。
【００６８】
　２．ＰＰＰポートを通じて配給されている電力がない。
　３．ＰＰＰポートを通じて電力が供給されている。
　４．ＰＤが検出されたが、その電力要件を判断することができない。
【００６９】
　プロセッサ９２４は、イベント通知を通じて、このようなステータス更新をＰｏＥ管理
部９３６からＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２、および／またはＥＭＳ１１４に中継する。こ
のように、ＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２、および／またはＥＭＳ１１４は、精度高いポー
ト・レベルの接続およびＰｏＥ関連情報を維持することができる。
【００７０】
　ＬＥＤ管理部９３８は、ポートＬＥＤ４０６を制御し、図１５に示すように、状態機械
８２２のような制御ロジック、レジスタ８２４、およびＬＥＤ駆動回路８２６を含むこと
ができる。状態機械８２２は、プロセッサ９２４が設定することができるレジスタ８２４
内の値に基づいて、ＬＥＤ駆動回路８２６を制御する。例えば、プロセッサ９２４は、Ｎ
ＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２、および／またはＥＭＳ１１４から受信した移動／追加／変更
要求に応答してレジスタ８２４内に値を設定することによって、特定のポートのＬＥＤ４
０６を指定速度で点滅させることができる。単一または多数の色および色間の切り換え、
連続するＬＥＤ色または点滅の速度、符号化パルス発生、および／または強度の変動とい
うようなその他のＬＥＤ状態も、個々のＰＰＰ状態の指示に用いることができる。状態機
械８２２は、プロセッサ９２４が設定するレジスタ８２４内の値に基づいて、ＬＥＤ駆動
回路８２６を制御することができる。
【００７１】
　状態機械８２２は、実行しつつある現在のＬＥＤ機能に基づいて、レジスタ８２４内の
値を変化させて、関連するポートのステータスを反映し、プロセッサ９２４が監視機能を
事項するときに、そのステータスを読み取れるようにすることができる。ＬＥＤ４０６を
用いると、以下のようなポート状態を指示することができる。
【００７２】
　１．接続したＰＤの電力分類に対する電力レベル指標、
　２．ポートから除去した電力（ロック・ダウン）、分類毎に全てのポートについての過
電流、
　３．個々のポートについての過電流状態（管理上の制約）、
　４．接続されているデバイスが受電スイッチ(powered switch)であることによる電力供
給のバック・オフ(back off)、
　５．ＰＤ電圧不適合性、
　６．ポート電力インターフェース不良、
　７．電力分類不備、および
　８．制限外のポート・パワー・ノイズ。
加えて、ＬＥＤ４０６は、パッチ・コードの追跡および／または直接パッチ・コード除去
／変更のために操作者を補助するために用いることができる。
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【００７３】
　他のＬＥＤ機能も同様に、例えば、色のように、プロセッサ９２４によって設定するこ
とができる。加えて、状態機械８２２は、ＬＥＤ駆動回路８２６を介してＬＥＤ４０６を
制御し、関連するポートの状態に基づいて、特定の機能を実行することができる。この主
の制御の例を以下の表３に示す。
【００７４】
【表３】

【００７５】
　レガシー検出サポート回路９４０は、ＰｏＥ管理部９３６およびプロセッサ９２４と共
に、図１６に示す一例のプロセス１５００を実行する。プロセス１５００は、ポートに接
続されているエンド・ユーザＰＤが、ＩＥＥＥ８０２．３ａｆと互換性のあるデバイスと
いうような第１種類のＰｏＥデバイス、またはレガシーデバイスのような第２種類のＰｏ
Ｅデバイスのどちらか判定を行う。
【００７６】
　ステップ１５０２において、プロセスは、ポートが第１種ＰＤに接続されているか否か
判定を行う。例えば、第１種ＰＤがＩＥＥＥ８０２．３ａｆ　ＰｏＥデバイスである場合
、ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ規格において指定されている手順によってこれを検出すること
ができる。第１種ＰＤが検出された場合、プロセスはステップ１５０４に進み、それ以外
の場合、ステップ１５０２において、所定の遅延の後に検出プロセスを繰り返すことがで
きる。ステップ１５０４において、プロセスはＰｏＥ　ＰＤを分類する（ＰｏＥデバイス
に質問することによって電力要件を判定する）ことができ、プロセスはステップ１５１０
に進む。ステップ１５１０において、プロセスは、判定した分類に応じて電力をＰｏＥ　
ＰＤに供給することができ、このポートと関連するＬＥＤを、レジスタ８２４の内容によ
って指定される状態に設定することができ、オプションとしてレジスタ８２４内の状態フ
ィールドを更新することができる。次に、プロセスはステップ１５１２に進む。
【００７７】
　ステップ１５１２において、プロセスは、ポートのステータスに変化があったか否か、
例えば、接続されていたＰＤが切断されたか否かについて判定を行う。変化があった場合
、プロセスはステップ１５０２に戻る。それ以外の場合、プロセスはステップ１５１４に
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進む。ステップ１５１４において、プロセスは、ＰＰＰがオフになっているか否か判定を
行う。ＰＰＰがオフになっている場合、プロセスはステップ１５１６に進み終了する。そ
れ以外の場合、プロセスはステップ１５１２に戻る。
【００７８】
　プロセス１５００が実行している間、タイマに基づいて、図１７に示すような他のプロ
セス１５５０を実行し、第１種のデバイスが接続されているか否か判定を行うこともでき
る。第１種類のデバイスが接続されていない場合、プロセスは、第２種検出プロセスを実
行する。ステップ１５５２において、プロセスはタイマが終了しているか否か判定を行う
。終了している場合、プロセスはステップ１５５４に進み、それ以外の場合、プロセスは
ステップ１５５２に戻る。ステップ１５５４において、プロセスは、ポートが第１種類ま
たは第２種類のＰｏＥ　ＰＤに電力を供給しているか否か判定を行う。ポートが電力を供
給している場合、プロセスはステップ１５５６に進み、それ以外の場合、プロセスはステ
ップ１５５８に進む。ステップ１５５６において、タイマを設定し、プロセスはステップ
１５５２に戻る。
【００７９】
　ステップ１５５８において、プロセスは、ポートが、レガシーデバイス（ＰｏＥ　ＰＤ
のＩＥＥＥ８０２．３ａｆに関してレガシー）のような、第２種類のデバイスに接続され
ているか否か判定を行う。このような判定をどのように行えばよいかの例を図１８Ａに示
す。これは、ワイヤ対４／５および７／８上でＰｏＮ電力を受電するように構成されてい
るレガシーＰＤの一例に、４対の撚り線対ケーブルを通じて接続されているＰＰＰレガシ
ー検出サポート回路９４０の一例を示す。レガシー検出サポート回路９４０は、ワイヤ対
のワイヤ４、５上に、送信ドライバ１２０４および変圧器１２０６を介して、発振信号を
送信する発振信号発生器１２０２を含むことができる。
【００８０】
　レガシーＰＤは、ケーブルがこのＰＤに挿入されると、物理スイッチ１２１０が開放位
置から閉鎖位置に移動するように構成することができる。したがって、ＰＤがレガシーデ
バイスである場合、発振信号発生器がワイヤ対のワイヤ４、５上に放出した発振信号は、
変圧器１２０８および１２１２を介してワイヤ対７／８に送信され、受信機１２１６およ
び変圧器１２１４を介して、検出回路１２１８によって検出される。ＰＤがレガシーデバ
イスでない場合、物理スイッチ１２１０は開放位置のままであり、検出回路１２１８は、
発振信号出力に応答して対応する信号を受信しない。信号が受信されない場合、検出回路
１２１８は、ＰＤがレガシーデバイスではないと判定する。
【００８１】
　検出回路１２１８が、接続されているＰＤがレガシーデバイスであると判定した場合、
検出回路１２１８は（図１８Ａには示されていない接続線を通じて）極性逆転スイッチ１
２２０と通信し、図１８Ｂに示すように、リード１２２２および１２２４間に負の電圧を
加える。検出回路１２１８が、接続されているＰＤがレガシーデバイスでないと判断した
場合、検出回路１２１８は極性逆転スイッチ１２２０と通信し、リード１２２２および１
２２４間に正の電圧を加える。このように、しかるべき電圧をリード１２２２および１２
２４上に加え、変圧器１２０６および１２１４におけるワイヤ・タップを介して、そして
ワイヤ対４／５および７／８をそれぞれ通じて、ＰＤデバイスにおける変圧器１２０８お
よび１２１２上のワイヤ・タップに電力を送信する。変圧器１２０８および１２１２上の
ワイヤ・タップにおいてＰＤデバイスによって受電された電力は、ダイオード回路１２２
８を有するＰＤ回路１２２６を介して配給され、ＰＤ負荷１２３０を駆動する。
【００８２】
　図１７に戻り、第２種類のＰｏＥ　ＰＤが検出された場合、プロセスはステップ１５０
６に進み、それ以外の場合、プロセスはステップ１５５６に進む。ステップ１５５６にお
いて、プロセスは、第２種類のデバイスの電力要件を判定し、要求電力を供給し、ステッ
プ１５６２に進む。ステップ１５６２において、プロセスはＰＰＰがオフになっているか
否か判定を行う。オフになっている場合、プロセスはステップ１５６４に進み、それ以外
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の場合、プロセスはステップ１５５６に進む。
【００８３】
　ポート回路９０６の内部にある管理部（即ち、電流管理部９３４、ＰｏＥ管理部９３６
、およびＬＥＤ管理部９３８）は、独立した状態機械として動作することができ、プロセ
ッサ９２４と双方向処理を行い、プロセッサ９２４から制御パラメータ更新を受け取り、
ステータス更新をプロセッサ９２４に供給する。先に記したように、ポート回路９０６は
、プロセッサ９２４とは独立して動作することができる。例えば、ＰＰＰが停電、リセッ
ト、または自己検査する場合、意図的であれ（例えば、新たにダウンロードしたプロセッ
サ・コードを現場にて更新するため）または非意図的であれ（停電または内部障害発生リ
セットのため）、ポート回路処理は影響を受けずに済み、ポート回路９０６は、プロセッ
サ９２４から受信した最新のパラメータに基づいて、ＰＰＰポートへのＰｏＥに基づくサ
ービスをサポートし続けることができる。一旦プロセッサ９２４が再度動作可能となった
なら、プロセッサ９２４とポート回路９０６との間には正常な通信を再開することができ
る。
【００８４】
　図１２に戻り、共通回路９０２はプロセッサ９２４と、ランダム・アクセス・メモリ（
ＲＡＭ）９２８および不揮発性メモリ９３０を含むことができるメモリ９２６と、２ポー
ト・イーサネット・スイッチ９３２とを含むことができる。ＰＰＰ制御パラメータ、なら
びに位置および接続情報や関連するＤＩＦというような構成データが不揮発性メモリ９３
０に格納されている場合、ＰＰＰ９００は、例えば、電力が偶然失われＰＰＰ９００を再
起動させる場合、格納されているＰＰＰ構成に戻ることができる。不揮発性メモリ９３０
に格納することができる制御および構成パラメータは、以下を含むことができる。
【００８５】
　１．ＰＰＰ構成パラメータ、
　２．ＰＰＰおよびＰｏＥに関連する電流および電圧しきい値、
　３．ＰＰＰネットワークＩＰ構成データ、
　４．イベント通知（例えば、ＳＮＭＰトラップ）の受信側、および
　５．ＰＰＰアイデンティティ、ＰＰＰ物理位置情報、ならびに関連する電源識別および
位置情報。
【００８６】
　プロセッサ９２４は、メモリ９２６に格納されている制御パラメータおよびデータに基
づいて、ＰＰＰ９００の動作を制御することができ、イーサネット・スイッチ９３２を介
して他のデバイスと通信することができる。メモリ９２６は、プロセッサ９２４が実行す
ることができるソフトウェアを格納するために用いることができる。プロセッサ９２４は
、受信した制御パラメータに基づいて、レジスタ８０４、８１４、および８２４を設定す
ることにより、ポート回路９０６を制御しその機能を実行することができる。加えて、プ
ロセッサ９２４は以下の機能を実行することもできる。
【００８７】
　１．ＰｏＥ　ＰＤがＡＣ／ＤＣ　ＰｏＥ検出またはＤＣのみの検出のどちらを受信した
かに基づいてポートを制御する。
　２．ＮＭＳ／ＥＭＳによるポート・レベル値の制御／管理がＰＰＰによって受け入れら
れるか否か制御する。
【００８８】
　３．電力を送信するためのワイヤの割り当てを変更できるか否か制御する。
　ＮＭＳ１１０、ＥＭＳ１１２、およびＥＭＳ１１４はＧＵＩとインターフェースするこ
とができる。ＧＵＩは、操作者がネットワークを保守および制御し、所望の方針を管理す
ることを可能にする。例えば、このようなＧＵＩによって、操作者は監視電力、ならびに
ＰＰＰおよび当該ＰＰＰに接続されているデバイスというようなデバイスの１つ以上の不
良ステータスを、グラフィックを用いて視認することが可能となる。
【００８９】
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　ＧＵＩは、ネットワーク・システム１００のトポロジのグラフィック表示を提供するこ
とができる。この表示はツリー状に編成することができ、ツリーの各ブランチはネットワ
ーク・システム１００のサブネットワーク（サブネット）を形成することができる。ＧＵ
Ｉは、例えば、機器クローゼット２０６およびラック６００のような、ＰＰＰを配置する
ことができる建造物の物理的な面を詳細に描いた床配置図のような、実際の物理位置に関
してサブネットを教示することができる。ＧＵＩは、以下のような表示を行うことができ
る。
【００９０】
　１．全てのＰＰＰの階層図、
　２．ＰＰＰの一覧、
　３．記録したイベントおよび通知を含む、選択したラックのＰＰＰ毎の情報、
　４．ａ．ＰＰＰが発生するイベント通知のメッセージ記録、
　　　ｂ．ＰＰＰ毎の現在および過去の電力使用値、および
　　　ｃ．物理位置および論理接続情報、
を含む、特に選択したＰＰＰについての詳細な構成、制御およびステータス情報。
ＧＵＩは、ＩＰアドレスの範囲から選択したサブネットのパネルを探索し、各ＰＰＰのポ
ート毎に情報を視認および／または変更する等というような機能をサポートする能力を備
えることもできる。
【００９１】
　ネットワーク・トポロジは、必要な情報を明示的に要求するかまたは局所監視機能によ
って得られたＰＰＰからの非要請通知を受信することによって、ＰＰＰから導出すること
ができる。例えば、ＰＰＰから受信することができるデータは以下を含むことができる。
【００９２】
　１．部屋の識別、ラックの識別、水平ケーブル配線作業室識別というような物理位置情
報。
　２．ＰＰＰおよびポート識別、スイッチ・ポート識別、電源元識別というような接続情
報。
【００９３】
　３．受電デバイスがポートに接続されていれるか否か。
　４．電流消費量。これは、ＰＰＰのようなインテリジェント・ネットワーク・デバイス
には特に関連がある。何故なら、ＰＰＰはそのポートに電力を供給し、ＰＰＰを通じて供
給される電力の総量を、ネットワークの電力予算の目的のために監視できるからである。
【００９４】
　５．ＰＰＰのＰＤ質問技法に基づいて、切断されていると思われる、受電ＰＤへの電力
の異常終了に関する情報（例えば、ＰＤ識別子およびＰＰＰポート識別子）。
　６．電力消費が指定限度を超過しているＰＤのような、違反ＰＤ。
【００９５】
　７．ＰＰＰ電力消費がしきい値未満に低下したこと。
　８．ＰＰＰ電力消費がしきい値を超過したこと。
　９．ＰＰＰ物理位置を変更したこと。
【００９６】
　１０．ＰＰＰ着信電圧が所望の範囲外であること（例えば、高過ぎるかまたは低過ぎる
）。
　１１．ＰＰＰ電力ヒューズがとんだこと。
【００９７】
　１２．ＰＰＰへの着信電力量。
　１３．ＰＰＰが検出した管理ポート接続。
　１４．ＰＰＰが検出した管理ポート切断。
【００９８】
　操作者はＧＵＩを用いて、ＰＰＰの種々のパラメータを設定することにより、ネットワ
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ーク・システム１００を制御することができる。例えば、操作者は下記のことを行うこと
ができる。
【００９９】
　１．あらゆるＰＰＰを監視することによって保守を行う（例えば、検査信号を送ること
によりポート接続を検証し、ＰＰＰへの接続を確認する等）、
　２．ＰＰＰのいずれのポートに対しても、出力電力に優先順位を指定する。例えば、ポ
ートに低、高、または至高優先度を指定することができる。
【０１００】
　３．ＰＰＰまたはそのポートのいずれの電力消費に対してもしきい値を設定する。例え
ば、このようなしきい値は電流および／または電圧値の形態で設定することができる。
　４．例えば、ＰＰＰに対する電力入力の電流および電圧をリアルタイムで監視し、しき
い値を設定する。しきい値は、警報状態の検出のために設定することができる。
【０１０１】
　５．例えば、２つの電源によってＰＰＰに給電するときに、電圧または電流というよう
な、第１電源のパラメータ、第２電源のパラメータ、および加算点におけるパラメータと
いうようなパラメータを監視する。
【０１０２】
　６．ＰＰＰの全てのポートに最大電力を出力するコマンド、
　７．ＰＰＰまたは当該ＰＰＰの１つ異常のポートについて、電力消費を検出し表示する
。
【０１０３】
　８．例えば、設置時に動的（ＤＨＣＰ）または静的ＩＰアドレスをＰＰＰに割り当てる
。
　９．ＰＰＰポートへの電力サービスを選択的に非活性化／再活性化する。
【０１０４】
　１０．ＰＰＰのＬＥＤの動作を制御する（例えば、点滅速度、オン／オフ等）、および
　１１．ＰＰＰのポート毎に電力モード（例えば、通常、強制、またはデバイス・チェッ
クを伴う強制）を指定する。例えば、「通常」電力モードでは、ＰＰＰは、デバイスがポ
ートに接続されているか否か、および／またはポートに接続されているデバイスの種類、
および／または電力消費監視に基づいて、ポートへのＰｏＥ電力の印加を管理することが
できる。「デバイス・チェックを伴う強制」電力モードでは、ＰＰＰは、接続されたデバ
イスの種類に関係なく、および／または電力消費の監視をせずに、デバイスがポートに接
続されたときに、このポートにＰｏＥ電力を印加することができる。「強制」電力モード
では、ＰＰＰは、デバイスをチェックせずに、または電力消費を監視せずに、ＰｏＥ電力
をオートに印加することができる。
【０１０５】
　これまでに開示した特徴および機能ならびにその他の特徴および機能、あるいはその代
替物の種々のものを、望ましければ、他の多くの異なるシステムまたは用途に組み込める
ことは認められよう。例えば、単数（冠詞の「ａ」）は、１つ以上の要素の使用を示すこ
とがある。ここに提示した一覧は、限定ではなく例示であることを意図している。また、
現在予測できない変形、あるいは予期できない代替物、変更物、変形またはその中におけ
る改良も、後に当業者によって行うことができ、特許請求の範囲によって包含されること
も意図している。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】図１は、ネットワーク・システムの一例を示す。
【図２】図２は、建物の床配置図の一例を示す。
【図３Ａ】図３Ａは、第１の従来のＬＡＮ交差接続構成を示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、第２の従来のＬＡＮ交差接続構成を示す。
【図４Ａ】図４Ａは、ＰＰＰ　ＬＡＮ交差接続構成の一例を示す。
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【図４Ｂ】図４Ｂは、ＰＰＰ　ＬＡＮ相互接続構成の一例を示す。
【図５】図５は、ＰＰＰの前方斜視図の一例を示す。
【図６】図６は、ＰＰＰの後方斜視図の一例を示す。
【図７】図７は、パンチ・ダウン・ブロックの斜視図の一例を示す。
【図８】図８は、接地ストラップの一例を示す。
【図９】図９は、機器ラック内に接地した３つのＰＰＰおよび電源の背後平面図の一例を
示す。
【図１０】図１０は、ＰＰＰ入力パワー・ダイオード回路の一例を示す。
【図１１】図１１は、ＰＰＰ内部イーサネット・スイッチの一例を示す。
【図１２】図１２は、ＰＰＰのハードウェアのブロック図の一例を示す。
【図１３】図１３は、電流管理部のブロック図の一例を示す。
【図１４】図１４は、ＰｅＥ管理部のブロック図の一例を示す。
【図１５】図１５は、ＬＥＤ管理部のブロック図の一例を示す。
【図１６】図１６は、ＰＤ検出フロー・チャートの一例を示す。
【図１７】図１７は、レガシーデバイス検出フロー・チャートの一例を示す。
【図１８Ａ】図１８Ａは、レガシー受電デバイス検出器および接続されているレガシーデ
バイスの一例を示す。
【図１８Ｂ】図１８Ｂは、極性逆転スイッチの一例を示す。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８Ａ】
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【図１８Ｂ】
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